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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
看
護
師
は
専
門
職
で
、
よ
り
質
の
高
い
看
護
を
提

供
し
て
い
く
た
め
に
、
看
護
の
専
門
的
知
識
や
技
術

を
開
発
・
研け

ん
鑽さ

ん
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
も
、
こ
の
よ
う
な
看
護
専
門
職
者
と
し
て

の
目
的
を
持
っ
て
看
護
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

院
内
看
護
研
究
発
表
会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
７
月
８
日
（
日
）
に
開
催
し
、
４
階
東

病
棟
、
４
階
西
病
棟
、
３
階
西
病
棟
、
手
術
室
の
４

部
署
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
も
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
発
表
し
た
研
究
は
、よ
り
完
成
度
を
高
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
会
で
の
発
表
と
論
文
の
投
稿
を
行
う

予
定
で
す
。

理学療法士という職業を選んだきっかけは？
　小学校から高校まで野球部に所属して、漠然と「運
動を指導してみたい」、「痛みを和らげてあげられる仕事
に就きたい」と考えていました。中学生のとき、いろ
いろ調べる中で理学療法士に興味が湧き、仕事内容も
自分の思いに近いのではないかと感じていました。
　中学 3 年生のときの「『夢』発見プログラム」の職
場体験で理学療法士と話す機会があり、その中で患者
さんに感謝されると大きな喜びややりがいがあるとい
うことを伺いました。この出会いがきっかけで理学療
法士という仕事をめざしたいと強く思うようになりまし
た。

市立病院で働こうと思った理由は？
　高校時代に大東高校の野球部に所属していました。
試合だけでなく、普段の練習のときから多くの市民の
方に応援をいただきました。その度に地元の方に支え
られていると感じました。その感謝の思いがあり就職
先を考える際、支えてくださった雲南地域の方々のため
に貢献したいと思い、迷わず市立病院を志望させてい
ただきました。また、市立病院は急性期だけでなく回
復期や慢性期、訪問リハビリなど幅広くリハビリを提
供しているのも魅力でした。

どんな仕事をしていますか？
　現在は回復期リハビリテーション病棟のリハビリを
担当しています。理学療法士は「寝
返り・座る・立つ・歩く」などの
日常生活動作が病気やケガ、生
まれつきの原因でうまく行えない
方に対し関わる仕事をしています。
失ったものを回復・改善させるだ
けでなく、今ある身体機能を維持
したり、一人ひとりの目標に合った
リハビリのプログラムを作成し関
わっています。

市立病院で働いてみての感想は？
　とても雰囲気がよく真面目に楽しく仕事ができてい
ます。また、先輩に質問や相談がしやすい雰囲気だと
感じています。私は大東町民で患者さんと地元の話が
できるほか、患者さんがいろいろなことをお話してい
ただけるので退院後の生活を理解できることが自分に
合っていると思っています。

将来どのような理学療法士になりたいと思っ
ていますか？
　子どもから高齢者まで、また、さまざまな病気やケ
ガをされた方、一人ひとり違う背景や環境を持つ方に
寄り添い、その人らしさをサポートできる理学療法士に
なりたいです。そのために現在担当している患者さん
に全力で向き合い、しっかりと力をつけていきたいと
思っています。

理学療法士の仕事のやりがいを教えてください。
　私はまだまだ数多くのことを学ばないといけないで
すが、患者さん自身が「立つことができた」「上手く歩
くことができた」などの状態の改善を感じたときの驚

いた顔や嬉しそうな顔を
見ることがこの仕事のや
りがいだと思います。ま
た、患者さんに直接触れ、
患者さんやご家族のため
に尽くせることが理学療
法士のいいところではな
いかと感じます。そして
私は患者さんの笑顔が仕
事をする原動力になって
います。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

理学療法士の仕事について
～理学療法士・熱

あ つ た

田 翔
し ょ う へ い

平（２年目）～

【
演
題
】

４
階
東
：
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
へ
の
転
棟
時
の

不
満
や
抵
抗
感
の
軽
減

４
階
西
：
整
形
外
科
的
治
療
を
必
要
と
す
る
認
知
症
患
者
へ
の

転
倒
転
落
予
防
に
対
す
る
看
護
師
の
関
わ
り
方

３
階
西
：
中
山
間
地
域
の
中
核
病
院
に
勤
務
す
る
病
棟
看
護
師

の
働
き
が
い
に
関
す
る
調
査

手
術
室
：
整
形
病
棟
看
護
師
と
手
術
室
看
護
師
が
協
働
で
作
成

し
た
整
形
手
術
前
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
ガ
イ
ド
の
効
果

　
緩
和
ケ
ア
療
法
委
員
会

で
は
、
年
に
一
度
外
部
講

師
を
招
い
て
職
員
を
対

象
に
研
修
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
趣
向
を
変
え
て
プ
ロ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
白し

ら

築つ
き 

純じ
ゅ
んさ

ん
を
招

き
、「
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」を
行
い
ま
し
た
。

　
白
築
さ
ん
ご
自
身
が
、
現
在
抗
が
ん
剤

治
療
を
し
な
が
ら
も
、
雲
南
市
を
拠
点
に

精
力
的
に
音
楽
活
動
を
し
て
お
ら
れ
、
ぜ

ひ
当
院
で
も
素
敵
な
歌
声
と
共
に
、
言
葉

を
通
し
て
い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

て
も
ら
え
な
い
か
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
当
院
初
の
試
み
で
「
新
棟
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
だ
ん
だ

ん
」
で
歌
わ
れ
た
「
い
の
ち
の
歌
」
か
ら

始
ま
り
、
一
気
に
白
築
さ
ん
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
当
院
で
旅
立

た
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
思
い

出
話
や
、
闘
病
中
に
で
き
た

新
曲
、
ま
た
会
場
内
の
み
ん

な
で
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
を

歌
っ
た
り
と
、
１
時
間
で
し

た
が
心
が
ほ
っ
こ
り
と
す
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
会
場
内
で
は
感
動
し
て

涙
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
会
い
を
大
切

に
、
今
後
の
仕
事
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
研
究
発
表
会

緩
和
ケ
ア
院
内
研
修
会

FILE:05

Interview

※
緩
和
ケ
ア
と
は

　

生
命
を
脅
か
す
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
肉

体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
和
ら
げ
、
生
活
の

質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
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　４階東病棟では、回復期対象の患者さんに対して毎日（365日）機能の回復や日常生活での必要な動作の改善
を図り、社会や家庭への復帰をめざしています。
　家庭や社会復帰をめざして訓練を行いますので、訓練室のリハビリだけでなく、入院生活そのものがリハビリ
となります。
　患者さんのそれぞれの目標に基づいて、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護師、介護士、相談
員などで定期的に情報共有を行い、できる日常生活動作を評価していきます。

　新４階東病棟には、リハビリ室が病棟内にできました。また、他の病棟に比べ廊下が幅広くとってあり、歩行
練習も棟内で行っていただけるようになっています。
　シャワー室の他に浴室に浴槽のスペースを設け、在宅に近い環境も整備しました。
　ここでは、入浴訓練で実際に浴槽に入ることもできるようになっており、家庭での環境に近づけています。
　病棟内には、３ヵ所のデイコーナーを設け、ゆったりとしたスペースで患者さんと面会することができるよう

　脳血管障害や骨折の手術のための急性期で治療を受けて、病状が安定し始
めて、発症から２ヵ月後の状態を回復期と言います。
　この回復期と言われる時期に集中的なリハビリテーションを行うことで、
低下した能力を改善、獲得するための病棟を回復期リハビリテーション病棟
と言います。
　新本館棟への移転を機に、回復期リハビリテーション病棟の充実を図りま
したので紹介します。

回復期リハビリテーション病棟編
（４階東病棟）

新本館棟
紹介

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
が
発
生

し
、
７
月
８
日
（
日
）
か
ら
10
日

（
火
）
ま
で
の
３
日
間
、
市
立
病

院
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
時
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
が
被
災
地
の
広
島
県
へ

出
動
し
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
に
島
根
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

調
整
本
部
か
ら
の
出
動
要
請
を
受

け
、
資
材
と
装
備
を
救
急
車
に
搬

入
し
隊
員
５
人
（
医
師
１
人
、
看

護
師
２
人
、
業
務
調
整
員
２
人
）

になりました。４階の病棟であることから、眺
めはとても良く、大東町のきれいな町並みを眺
むことができます。
　これまでの病棟は、リハビリ室が離れており、
患者さんのリハビリの様子が見えない状況でし
たが、現在は１日１日進歩される様子を間近で
見させていただけるようになりました。
　患者さん、ご家族に寄り添えるよう、スタッ
フ一同リハビリを行いながら関わらせていただ
いております。皆さんのご意見をいただきなが
ら、頑張りたいと思います。

時
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

訪
問
し
た
施
設
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員

に
は
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
な
情
報
を
詳
細
に
伝
達

し
て
も
ら
え
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

戸
水
の
使
用
、
エ
ア
コ
ン
の
制
限

（
熱
中
症
に
注
意
し
た
形
）
な
ど

極
力
水
を
使
わ
な
い
よ
う
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
や
市
か
ら

の
供
給
が
あ
る
と
は
い
え
安
定
供

給
は
確
約
さ
れ
ず
、
水
道
復
旧
の

目
途
が
立
た
な
い
中
、
貯
水
槽
の

残
量
を
常
に
意
識
し
た
病
院
運
営

に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巡
回
し
た
避
難
所
の

方
々
は
比
較
的
お
元
気
で
し
た

が
、
自
宅
に
帰
る
目
途
が
立
た
ず

不
安
な
様
子
で
し
た
。
今
後
の
問

題
と
し
て
、
常
時
服
用
し
て
い
る

薬
が
な
く
な
る
、
避
難
所
が
体
育

館
の
た
め
エ
ア
コ
ン
が
な
い
、
自

発
的
に
発
生
し
た
避
難
所
の
た
め

市
の
職
員
が
常
駐
し
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

避
難
所
別
に
詳
細
な
情
報
を
保
健

師
と
共
有
す
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
動
は
熊
本
地
震
の
出

動
時
と
比
べ
、
出
発
ま
で
の
準
備

時
間
は
短
縮
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

隊
員
を
増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
院

内
外
の
連
絡
・
報
告
体
制
が
整
備

さ
れ
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

ま
し
た
。

　
災
害
と
い
う
と
地
震
が
ま
ず
頭

に
浮
か
び
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う

に
地
震
以
外
で
も
病
院
機
能
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
想
定
訓
練
を
通
じ
平

で
出
発
し
ま
し
た
。
約
４
時
間
か

け
て
参
集
拠
点
兼
活
動
拠
点
本
部

の
福
山
市
民
病
院
に
到
着
し
、
現

在
の
被
害
状
況
や
翌
日
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
翌
９
日
（
月
）
の
午
前
は
、
土

砂
災
害
に
よ
り
水
源
地
に
深
刻
な

被
害
を
受
け
て
断
水
し
て
い
る
尾

道
市
・
三
原
市
へ
移
動
し
、
医
療

機
関
が
機
能
し
て
い
る
か
、
ま
た

透
析
の
対
応
が
で
き
て
い
る
の
か

な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
本
部
へ

報
告
し
ま
し
た
。
午
後
は
地
元
三

原
市
の
保
健
師
と
と
も
に
４
ヵ
所

の
避
難
所
を
巡
回
し
、
避
難
者
の

健
康
状
態
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
終
日
の
10
日
（
火
）
は
、
再

度
三
原
市
へ
行
き
、
前
日
訪
問
し

た
施
設
の
経
過
情
報
や
前
日
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
透
析
施
設
の
情

報
を
収
集
し
、
本
部
へ
報
告
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
撤
収
に
向
け
て

準
備
を
行
い
、
17
時
ご
ろ
に
帰
院

し
ま
し
た
。

　

今
回
出
動
し
た
各
医
療
機
関

は
、
建
物
や
水
道
以
外
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
被
害
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
水
道
が
使
え
な
い
た
め
外
来

診
療
や
手
術
の
制
限
、
入
院
患
者

の
転
退
院
、
ト
イ
レ
の
集
約
や
井

　
最
後
に
被
災
さ
れ
た
方
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
一
日

も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

派遣場所の確認

派遣メンバー避難所調査の様子

西
日
本
豪
雨
　
災
害
派
遣

病院への聞き取り調査


